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（
認
定
労
働
金
庫
電
子
決
済
等
代
行
事
業
者
協
会
の
業
務
）

第
八
十
九
条
の
十
一

認
定
労
働
金
庫
電
子
決
済
等
代
行
事
業
者
協
会
（
前
条
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
受
け
た
一
般

社
団
法
人
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）は
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。

一

協
会
員
が
労
働
金
庫
電
子
決
済
等
代
行
業
を
営
む
に
当
た
り
、
こ
の
法
律
そ
の
他
の
法
令
の
規
定
及
び
第
三

号
の
規
則
を
遵
守
さ
せ
る
た
め
の
協
会
員
に
対
す
る
指
導
、
勧
告
そ
の
他
の
業
務

二

協
会
員
の
営
む
労
働
金
庫
電
子
決
済
等
代
行
業
に
関
し
、
契
約
の
内
容
の
適
正
化
そ
の
他
労
働
金
庫
電
子
決

済
等
代
行
業
の
利
用
者
の
利
益
の
保
護
を
図
る
た
め
に
必
要
な
指
導
、
勧
告
そ
の
他
の
業
務

三

協
会
員
の
営
む
労
働
金
庫
電
子
決
済
等
代
行
業
の
適
正
化
並
び
に
そ
の
取
り
扱
う
情
報
の
適
正
な
取
扱
い
及

び
安
全
管
理
の
た
め
に
必
要
な
規
則
の
制
定

四

協
会
員
の
こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
若
し
く
は
こ
れ
ら
に
基
づ
く
処
分
又
は
前
号
の
規

則
の
遵
守
の
状
況
の
調
査

五

労
働
金
庫
電
子
決
済
等
代
行
業
の
利
用
者
の
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
の
収
集
、
整
理
及
び
提

供
六

協
会
員
の
営
む
労
働
金
庫
電
子
決
済
等
代
行
業
に
関
す
る
利
用
者
か
ら
の
苦
情
の
処
理

七

労
働
金
庫
電
子
決
済
等
代
行
業
の
利
用
者
に
対
す
る
広
報

八

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
労
働
金
庫
電
子
決
済
等
代
行
業
の
健
全
な
発
展
及
び
労
働
金
庫
電
子
決
済

等
代
行
業
の
利
用
者
の
保
護
に
資
す
る
業
務

（
電
子
決
済
等
代
行
業
者
に
よ
る
労
働
金
庫
電
子
決
済
等
代
行
業
）

第
八
十
九
条
の
十
二

第
八
十
九
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
銀
行
法
第
二
条
第
十
八
項
（
定
義
等
）

に
規
定
す
る
電
子
決
済
等
代
行
業
者
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
百
一
条
第
一
項
に
お
い
て「
電
子
決
済
等
代
行
業
者
」

と
い
う
。）は
、
労
働
金
庫
電
子
決
済
等
代
行
業
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
。

２

電
子
決
済
等
代
行
業
者
は
、
労
働
金
庫
電
子
決
済
等
代
行
業
を
営
も
う
と
す
る
と
き
は
、
第
九
十
四
条
第
五
項

に
お
い
て
準
用
す
る
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
六
十
一
の
三
第
一
項
各
号
（
登
録
の
申
請
）
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載

し
た
書
類
及
び
同
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
書
類
を
内
閣
総
理
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

第
九
十
条
中
「
及
び
第
五
項
」
を
「
、
第
五
項
及
び
第
七
項
」
に
、「
又
は
」
を
「
、
登
録
、
認
定
又
は
」
に
改
め

る
。第

九
十
一
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

労
働
金
庫
電
子
決
済
等
代
行
業
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
内
閣
総
理
大

臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

労
働
金
庫
電
子
決
済
等
代
行
業
を
開
始
し
た
と
き
。

二

金
庫
と
の
間
で
第
八
十
九
条
の
六
第
一
項
の
契
約
を
締
結
し
た
と
き
。

三

労
働
金
庫
連
合
会
と
の
間
で
第
八
十
九
条
の
八
第
一
項
の
契
約
を
締
結
し
た
と
き
。

四

そ
の
他
内
閣
府
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
。

第
九
十
四
条
第
二
項
中
「
第
八
十
九
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第
八
十
九
条
の
十
三
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
六

項
中
「
第
八
十
九
条
の
五
第
一
項
第
八
号
」
を
「
第
八
十
九
条
の
十
三
第
一
項
第
八
号
」
に
、「
第
八
十
九
条
の
五
第

一
項
に
」
を
「
第
八
十
九
条
の
十
三
第
一
項
に
」
に
、「
第
八
十
九
条
の
五
第
二
項
」
を
「
第
八
十
九
条
の
十
三
第
二

項
」
に
、「
第
八
十
九
条
の
五
第
一
項
」」を「
第
八
十
九
条
の
十
三
第
一
項
」」に
、「
第
八
十
九
条
の
五
第
一
項
第
三
号
」

を
「
第
八
十
九
条
の
十
三
第
一
項
第
三
号
」
に
、「
第
八
十
九
条
の
五
第
三
項
」
を
「
第
八
十
九
条
の
十
三
第
三
項
」

に
、「
第
八
十
九
条
の
六
第
一
号
」
を
「
第
八
十
九
条
の
十
四
第
一
号
」
に
、「
第
八
十
九
条
の
六
第
二
号
」
を
「
第
八

十
九
条
の
十
四
第
二
号
」
に
、「
第
八
十
九
条
の
六
第
三
号
」
を
「
第
八
十
九
条
の
十
四
第
三
号
」
に
、「
第
八
十
九
条

の
六
第
四
号
」
を
「
第
八
十
九
条
の
十
四
第
四
号
」
に
、「
第
八
十
九
条
の
五
第
一
項
第
五
号
」
を
「
第
八
十
九
条
の

十
三
第
一
項
第
五
号
」
に
、「
第
八
十
九
条
の
五
第
一
項
第
二
号
」
を「
第
八
十
九
条
の
十
三
第
一
項
第
二
号
」に
、「
第

八
十
九
条
の
五
第
一
項
の
」
を
「
第
八
十
九
条
の
十
三
第
一
項
の
」
に
、「
第
五
十
六
条
第
十
三
号
」
を
「
第
五
十
六

条
第
十
九
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中
「
第
七
章
の
五
」
を「
第
七
章
の
六
」に
、「
第

十
三
号
」
を
「
第
十
九
号
」
に
、「
第
八
十
九
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第
八
十
九
条
の
十
三
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項

を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
四
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

５

銀
行
法
第
七
章
の
五
（
第
五
十
二
条
の
六
十
一
の
二
（
登
録
）、
第
五
十
二
条
の
六
十
一
の
十
（
銀
行
と
の
契

約
締
結
義
務
等
）、
第
五
十
二
条
の
六
十
一
の
十
一
（
銀
行
に
よ
る
基
準
の
作
成
等
）、
第
五
十
二
条
の
六
十
一
の

十
九
（
認
定
電
子
決
済
等
代
行
事
業
者
協
会
の
認
定
）
及
び
第
五
十
二
条
の
六
十
一
の
二
十
（
認
定
電
子
決
済
等

代
行
事
業
者
協
会
の
業
務
）
を
除
く
。）（
電
子
決
済
等
代
行
業
）
及
び
第
五
十
六
条
（
第
十
三
号
か
ら
第
十
八
号

ま
で
に
係
る
部
分
に
限
る
。）（
内
閣
総
理
大
臣
の
告
示
）
の
規
定
は
、
電
子
決
済
等
代
行
業
に
係
る
も
の
に
あ
つ

て
は
労
働
金
庫
電
子
決
済
等
代
行
業
に
つ
い
て
、
電
子
決
済
等
代
行
業
者
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
労
働
金
庫
電

子
決
済
等
代
行
業
者
に
つ
い
て
、
認
定
電
子
決
済
等
代
行
事
業
者
協
会
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
認
定
労
働
金
庫

電
子
決
済
等
代
行
事
業
者
協
会
に
つ
い
て
、
銀
行
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
金
庫
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す

る
。

６

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る
規
定（
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
六
十
一
の
二
十
一
を
除
く
。）中「
内

閣
総
理
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
内
閣
総
理
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
」
と
、「
内
閣
府
令
」
と
あ
る
の
は
「
内
閣
府

令
・
厚
生
労
働
省
令
」
と
、「
電
子
決
済
等
代
行
業
者
登
録
簿
」
と
あ
る
の
は
「
労
働
金
庫
電
子
決
済
等
代
行
業
者

登
録
簿
」
と
、「
こ
の
法
律
」
と
あ
る
の
は
「
労
働
金
庫
法
」
と
、「
会
員
」
と
あ
る
の
は
「
協
会
員
」
と
、
同
法
第

五
十
二
条
の
六
十
一
の
三
第
一
項
中
「
前
条
」
と
あ
る
の
は
「
労
働
金
庫
法
第
八
十
九
条
の
五
第
一
項
」
と
、
同

法
第
五
十
二
条
の
六
十
一
の
四
第
一
項
中
「
第
五
十
二
条
の
六
十
一
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
労
働
金
庫
法
第
八
十

九
条
の
五
第
一
項
」
と
、
同
法
第
五
十
二
条
の
六
十
一
の
五
第
一
項
第
一
号
ハ
中
「
次
に
」
と
あ
る
の
は
「

又

は

に
」
と
、
同
号
ハ

中
「
、
農
業
協
同
組
合
法
、
水
産
業
協
同
組
合
法
、
協
同
組
合
に
よ
る
金
融
事
業
に
関

３

内
閣
総
理
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
電
子
決
済
等
代
行
業
者
に
係
る
名

簿
を
作
成
し
、
こ
れ
を
公
衆
の
縦
覧
に
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

内
閣
総
理
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
労
働
金
庫
電
子
決
済
等
代
行
業
を
営
む
電
子

決
済
等
代
行
業
者
が
、
こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
内
閣
総
理
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
の
処
分
に
違
反

し
た
場
合
そ
の
他
労
働
金
庫
電
子
決
済
等
代
行
業
の
業
務
に
関
し
著
し
く
不
適
当
な
行
為
を
し
た
と
認
め
ら
れ
る

場
合
で
あ
つ
て
、
他
の
方
法
に
よ
り
監
督
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
当
該
電
子
決
済
等
代

行
業
者
に
、
労
働
金
庫
電
子
決
済
等
代
行
業
の
廃
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

前
項
の
規
定
に
よ
り
労
働
金
庫
電
子
決
済
等
代
行
業
の
廃
止
を
命
じ
た
場
合
に
は
、
内
閣
総
理
大
臣
及
び
厚
生

労
働
大
臣
は
、
そ
の
旨
を
官
報
で
告
示
す
る
も
の
と
す
る
。

６

電
子
決
済
等
代
行
業
者
が
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
労
働
金
庫
電
子
決
済
等
代
行
業
を
営
む
場
合
に
お
い
て
は
、

当
該
電
子
決
済
等
代
行
業
者
を
労
働
金
庫
電
子
決
済
等
代
行
業
者
と
み
な
し
て
、
第
八
十
九
条
の
六
か
ら
前
条
ま

で
及
び
第
九
十
一
条
第
三
項
の
規
定
並
び
に
第
九
十
四
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
六

十
一
の
六
第
一
項
及
び
第
三
項
（
変
更
の
届
出
）、
第
五
十
二
条
の
六
十
一
の
七
第
一
項
（
廃
業
等
の
届
出
）、
第

五
十
二
条
の
六
十
一
の
八
（
利
用
者
に
対
す
る
説
明
等
）、
第
五
十
二
条
の
六
十
一
の
九
（
電
子
決
済
等
代
行
業

者
の
誠
実
義
務
）、
第
五
十
二
条
の
六
十
一
の
十
二
か
ら
第
五
十
二
条
の
六
十
一
の
十
六
ま
で
（
電
子
決
済
等
代

行
業
に
関
す
る
帳
簿
書
類
、
電
子
決
済
等
代
行
業
に
関
す
る
報
告
書
、
報
告
又
は
資
料
の
提
出
、
立
入
検
査
、
業

務
改
善
命
令
）、
第
五
十
二
条
の
六
十
一
の
十
七
第
一
項
（
登
録
の
取
消
し
等
）、
第
五
十
二
条
の
六
十
一
の
二
十

一
か
ら
第
五
十
二
条
の
六
十
一
の
三
十
ま
で
（
会
員
名
簿
の
縦
覧
等
、
利
用
者
の
保
護
に
資
す
る
情
報
の
提
供
、

利
用
者
か
ら
の
苦
情
に
関
す
る
対
応
、
認
定
電
子
決
済
等
代
行
事
業
者
協
会
へ
の
報
告
等
、
秘
密
保
持
義
務
等
、

定
款
の
必
要
的
記
載
事
項
、
立
入
検
査
等
、
認
定
電
子
決
済
等
代
行
事
業
者
協
会
に
対
す
る
監
督
命
令
等
、
認
定

電
子
決
済
等
代
行
事
業
者
協
会
へ
の
情
報
提
供
、
雑
則
）
並
び
に
第
五
十
六
条
（
第
十
四
号
及
び
第
十
六
号
か
ら

第
十
八
号
ま
で
に
係
る
部
分
に
限
る
。）（
内
閣
総
理
大
臣
の
告
示
）
の
規
定
並
び
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
係
る
第
十

一
章
の
規
定
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
九
十
四
条
第
五
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
法

第
五
十
二
条
の
六
十
一
の
十
七
第
一
項
中
「
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
号
」
と
、「
労
働
金
庫

法
第
八
十
九
条
の
五
第
一
項
の
登
録
を
取
り
消
し
、
又
は
六
月
」
と
あ
る
の
は
「
六
月
」
と
、「
若
し
く
は
」
と
あ

る
の
は
「
又
は
」
と
す
る
ほ
か
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。
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